
(57)【要約】

【課題】共有メモリを介した複数のＣＰＵ間のデータ授

受を効率的に行うことを可能としたコンピュータシステ

ムを提供する。

【解決手段】このコンピュータシステムは、ＣＰＵ（Ａ

）１およびＣＰＵ（Ｂ）２の２つのＣＰＵを有しており

、この２つのＣＰＵの間でデータをやり取りするために

、共有メモリ３を設けている。ＣＰＵ（Ａ）１が共有メ

モリ３にデータを書き込むと、アドレス判定部４は、そ

の書き込み先のアドレスがＣＰＵ（Ｂ）２との間で取り

決めた領域内かどうかを判定する。また、重要度判定部

５は、そのデータがＣＰＵ（Ｂ）により即時に処理され

るべき重要度の高いデータかどうかを判定する。そして

、このアドレス判定部４および重要度判定部５により、

予め取り決められた領域内であり、かつ、重要度の高い

データであると判定された場合に、割り込みコントロー

ラ２１に対して割り込み信号を供給する。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
共 有 メ モ リ と 、
前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 み デ ー タ を 書 き 込 む 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、
第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、
前 記 書 き 込 み デ ー タ の 処 理 を 前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 指 示 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、
前 記 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ か ら 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 属 性 を 示 す 属 性 デ ー タ を 受 け 取 り 、 こ の 属 性
デ ー タ を 元 に 前 記 書 き 込 み デ ー タ を 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 通 知 す べ き か 否 か を 判 定 す る 判 定
手 段 と 、
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 内 蔵 さ れ 、 割 り 込 み を 発 生 さ せ る 割 り 込 み コ ン
ト ロ ー ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 コ ン ト ロ ー ラ は 、 前 記 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ に よ り 前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ を 前
記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ が 備 え る ロ ー カ ル メ モ リ に 転 送 す る と と も に 、 そ の 転 送 完 了 後 に 、 そ の 旨
を 前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 通 知 す る Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 判 定 手 段 は 、 前 記 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ に よ り デ ー タ が 書 き 込 ま れ た 前 記 共 有 メ モ リ 上 の ア ド
レ ス が 予 め 定 め ら れ た 領 域 内 で あ る か 否 か を 判 定 す る ア ド レ ス 判 定 手 段 を 有 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
共 有 メ モ リ と 、
前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 み デ ー タ を 書 き 込 む 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、
第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、
レ ジ ス タ と 、
前 記 書 き 込 み デ ー タ の 前 記 共 有 メ モ リ 上 の ア ド レ ス を 前 記 レ ジ ス タ に 格 納 す る 書 き 込 み 監
視 手 段 と 、
を 具 備 し 、
前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ は 、 前 記 レ ジ ス タ に 格 納 さ れ た ア ド レ ス に 基 づ き 、 前 記 書 き 込 み デ ー タ
を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 書 き 込 み デ ー タ の 処 理 を 前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 指 示 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、
前 記 レ ジ ス タ に ア ド レ ス が 格 納 さ れ た 場 合 に 、 そ の 書 き 込 み デ ー タ を 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に
通 知 す べ き か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と 、
を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
共 有 メ モ リ と 、 前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 み デ ー タ を 書 き 込 む 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、 第 ２ の Ｃ Ｐ
Ｕ と 、 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 処 理 を 前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 指 示 す る コ ン ト ロ ー ラ と を 備 え た
コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ か ら 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 属 性 を 示 す 属 性 デ ー タ を 受 け 取 り 、 こ の 属 性
デ ー タ を 元 に 前 記 書 き 込 み デ ー タ を 前 記 コ ン ト ロ ー ラ に 通 知 す べ き か 否 か を 判 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
共 有 メ モ リ と 、 前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 み デ ー タ を 書 き 込 む 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、 第 ２ の Ｃ Ｐ
Ｕ と 、 レ ジ ス タ と 、 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 前 記 共 有 メ モ リ 上 の ア ド レ ス を 前 記 レ ジ ス タ に
格 納 す る 書 き 込 み 監 視 手 段 と を 備 え た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 で あ っ
て 、
前 記 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ が 、 前 記 レ ジ ス タ に 格 納 さ れ た ア ド レ ス に 基 づ き 、 前 記 書 き 込 み デ ー タ
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を 読 み 出 す こ と を 特 徴 と す る 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ か ら ア ク セ ス さ れ る 共 有 メ モ リ を 備 え た コ ン ピ ュ タ シ ス テ ム お
よ び 同 シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 に 係 り 、 特 に 、 こ の 共 有 メ モ リ を 介 し た 複 数 の Ｃ Ｐ
Ｕ 間 の デ ー タ 授 受 を 効 率 的 に 行 う こ と を 可 能 と し た コ ン ピ ュ タ シ ス テ ム お よ び 同 シ ス テ ム
の 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 例 え ば 画 像 デ ー タ や 音 声 デ ー タ 、 あ る い は ネ ッ ト ワ ー ク デ ー タ な ど 、 複 雑 な 処 理 や
即 時 性 の 求 め ら れ る デ ー タ を 取 り 扱 う た め に 、 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ を 備 え る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ
ム （ １ 台 の コ ン ピ ュ ー タ が 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ を 備 え る 場 合 で あ っ て も よ い し 、 １ つ の Ｃ Ｐ Ｕ を
各 々 備 え る 複 数 台 の コ ン ピ ュ ー タ が 連 結 さ れ る 場 合 で あ っ て も よ い ） が 広 く 普 及 し て い る
。 そ し て 、 こ れ ら 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ 間 で デ ー タ を 授 受 す る た め の も の と し て 、 い わ ゆ る 共 有 メ
モ リ （ デ ュ ア ル ポ ー ト メ モ リ ） が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 共 有 メ モ リ を 介 し て 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ 間 で デ ー タ の 受 け 渡 し を 行 う 場 合 、 一 方 の Ｃ Ｐ Ｕ が
書 き 込 ん だ デ ー タ を 他 方 の Ｃ Ｐ Ｕ が 読 み 出 す た め に 、 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ が デ ー タ を 書 き 込 ん だ
旨 を 検 知 す る 仕 組 み や 、 あ る い は デ ー タ を 書 き 込 ん だ 際 に 相 手 の Ｃ Ｐ Ｕ に そ の 旨 を 通 知 す
る 仕 組 み が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の た め 、 従 来 で は 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ が 相 手 Ｃ Ｐ Ｕ と 取 り 決 め た 特 定 ア ド レ ス を 所 定 の タ イ ミ ン
グ で ポ ー リ ン グ （ リ ー ド ） し た り 、 あ る い は 、 例 え ば 特 公 昭 ６ ０ － ２ ０ ７ ７ ９ 号 な ど に 記
載 さ れ て い る よ う に 、 特 定 ア ド レ ス に デ ー タ を 書 き 込 ん だ 場 合 に 、 割 り 込 み を 発 生 さ せ る
こ と に よ り 相 手 Ｃ Ｐ Ｕ に そ の 旨 を 通 知 す る と い っ た こ と を 行 う こ と が 一 般 的 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 ポ ー リ ン グ に よ る 方 法 で は 、 各 Ｃ Ｐ Ｕ が 所 定 の タ イ ミ ン グ で そ の ポ ー リ ン
グ を 行 う こ と に な る た め 、 相 手 Ｃ Ｐ Ｕ が 書 き 込 ん だ 即 時 性 の 求 め ら れ る デ ー タ を 速 や か に
読 み 出 す こ と が で き な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 相 手 Ｃ Ｐ Ｕ に よ る デ ー タ の 書 き 込
み 有 無 に 関 わ ら ず 、 頻 繁 に ポ ー リ ン グ の た め の ア ク セ ス を 行 う 必 要 が 生 じ る た め 、 相 手 Ｃ
Ｐ Ｕ か ら の ア ク セ ス と 競 合 す る 頻 度 を 高 め て し ま い 、 ポ ー リ ン グ の た め の ア ク セ ス が 待 た
さ れ た 結 果 、 レ ス ポ ン ス （ ア ク セ ス レ イ テ ン シ ） を 低 下 さ せ る と い っ た 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
一 方 、 割 り 込 み に よ る 方 法 で は 、 そ の 都 度 、 割 り 込 み ハ ン ド ラ を 起 動 す る 必 要 が 生 じ る た
め 、 デ ー タ の 書 き 込 み を 通 知 さ れ た 側 の Ｃ Ｐ Ｕ の 負 担 が 重 く な り 、 結 果 的 に そ の デ ー タ の
処 理 の 遅 延 を 招 い て し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 を 考 慮 し て な さ れ た も の で あ り 、 ア ク セ ス 競 合 や 割 り 込 み ハ
ン ド ラ に 関 わ る Ｃ Ｐ Ｕ 負 担 を 軽 減 し 、 共 有 メ モ リ を 介 し た 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ 間 の デ ー タ 授 受 を
効 率 的 に 行 う こ と を 可 能 と し た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム お よ び 同 シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御
方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 共 有 メ モ リ と 、 前 記 共 有 メ モ リ に 書 き 込 み
デ ー タ を 書 き 込 む 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ と 、 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 処 理 を 前 記 第
２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 指 示 す る コ ン ト ロ ー ラ と 、 前 記 第 １ の Ｃ Ｐ Ｕ か ら 前 記 書 き 込 み デ ー タ の 属 性
を 示 す 属 性 デ ー タ を 受 け 取 り 、 こ の 属 性 デ ー タ を 元 に 前 記 書 き 込 み デ ー タ を 前 記 コ ン ト ロ
ー ラ に 通 知 す べ き か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る コ ン ピ ュ ー タ
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シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お い て は 、 共 有 メ モ リ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み が 第 １ の Ｃ
Ｐ Ｕ に よ っ て 行 わ れ た 際 、 そ の デ ー タ を 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 即 座 に 引 き 渡 す 必 要 が あ る か ど う
か を 判 定 す る 手 段 を 設 け た こ と に よ り 、 例 え ば 重 要 度 の 高 い デ ー タ の 場 合 は 、 割 り 込 み に
よ っ て 第 ２ の Ｃ Ｐ Ｕ に 速 や か に 通 知 し 、 一 方 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ の 場 合 は 、 第 ２ の Ｃ Ｐ
Ｕ が そ の 後 に 実 行 す る で あ ろ う ポ ー リ ン グ に 委 ね る な ど 、 柔 軟 な 対 応 を 実 現 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ れ に よ り 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ に よ る 割 り 込 み を 抑 止 で き 、 ま た 、 （ 重 要 度 の 低 い デ ー
タ の み を 対 象 と し た ） ポ ー リ ン グ の 間 隔 も 比 較 的 長 く 設 定 す る こ と が で き る た め 、 必 要 以
上 の ア ク セ ス 競 合 や 割 り 込 み ハ ン ド ラ に 起 因 す る Ｃ Ｐ Ｕ 負 担 を 軽 減 す る こ と を 可 能 と す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ 第 １ 実 施 形 態 ）
ま ず 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ は 、 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る
構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ お よ び Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２
の ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ を 有 し て い る 。 そ し て 、 こ の ２ つ の Ｃ Ｐ Ｕ の 間 で デ ー タ を や り 取 り す る た
め に 、 こ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ お よ び Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ か ら 共 有 さ れ
る 共 有 メ モ リ ３ を 設 け て い る 。 ま た 、 こ こ で は 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が ネ ッ ト ワ ー ク 経
由 で 画 像 デ ー タ を 受 信 し 、 こ の 画 像 デ ー タ を Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に 転 送 し て そ の 再 生 処 理 を 行 わ
せ る 等 の 動 作 を 想 定 す る 。 す な わ ち 、 即 時 性 が 求 め ら れ る 重 要 度 の 高 い デ ー タ を 共 有 メ モ
リ ３ を 介 し て や り 取 り す る 場 合 を 考 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ 上 で 動 作 す る プ ロ グ ラ ム と Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ 上 で 動 作 す る
プ ロ グ ラ ム と は 、 共 有 メ モ リ ３ 上 の ど の 領 域 を 使 っ て デ ー タ を 授 受 す る の か を 決 定 す る 。
そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 こ こ で 決 定 さ れ た 領 域 の ア ド レ ス 範 囲 を 示 す デ ー タ を ア ド レ
ス 判 定 部 ４ の レ ジ ス タ ４ １ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の ア ド レ ス 判 定 部 ４ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 ん だ と き に 、
そ の 書 き 込 み 先 の ア ド レ ス が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ と の 間 で 取 り 決 め を 行 っ た 領 域 内 か ど う か を
判 定 す る も の で あ り 、 ア ド レ ス ラ イ ン に 出 力 さ れ た 書 き 込 み 先 ア ド レ ス と レ ジ ス タ ４ １ に
格 納 さ れ た デ ー タ を 比 較 器 ４ ２ で 比 較 す る 。 こ の 比 較 器 ４ ２ は 、 こ の 書 き 込 み 先 の ア ド レ
ス が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ と の 間 で 取 り 決 め を 行 っ た 領 域 内 で あ る と き 、 つ ま り レ ジ ス タ ４ １ に
格 納 さ れ た デ ー タ で 示 さ れ る ア ド レ ス 範 囲 と 合 致 す る と き 、 ア ク テ ィ ブ 信 号 を 出 力 す る よ
う に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 比 較 器 ４ ２ か ら 出 力 さ れ た ア ク テ ィ ブ 信 号 は 、 重 要 度 判 定 部 ５
の ア ン ド 回 路 ５ １ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 重 要 度 判 定 部 ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 ん だ と き に 、 そ
の デ ー タ が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に よ り 即 時 に 処 理 さ れ る べ き 重 要 度 の 高 い デ ー タ か ど う か を 判 定
す る も の で あ り 、 ア ン ド 回 路 ５ １ は 、 デ ー タ ラ イ ン に 出 力 さ れ た 書 き 込 み デ ー タ の 所 定 ビ
ッ ト が “ １ ” で あ り 、 か つ 、 比 較 器 ４ ２ が ア ク テ ィ ブ 信 号 を 出 力 し て い る と き に 、 Ｃ Ｐ Ｕ
（ Ｂ ） ２ に 内 蔵 さ れ た 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ に 向 け て 割 り 込 み 信 号 を 出 力 す る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ 上 で 動 作 す る プ ロ グ ラ ム は 、 例 え ば 画 像 デ ー タ な ど を 共 有 メ モ リ ３ に 書 き
込 む 際 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ 上 で 動 作 す る プ ロ グ ラ ム と の 間 で 予 め 取 り 決 め ら れ た 属 性 デ ー タ
を 当 該 書 き 込 み デ ー タ 上 の 所 定 の 位 置 に 添 付 す る 。 ま た 、 こ の 属 性 デ ー タ の 所 定 ビ ッ ト に
は 、 そ の 書 き 込 み デ ー タ の 重 要 度 を 示 す 情 報 を 格 納 す る 。 具 体 的 に は 、 そ の 書 き 込 み デ ー
タ が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に よ り 即 時 に 処 理 さ れ る べ き 重 要 度 の 高 い デ ー タ で あ る 場 合 、 こ の 所 定
ビ ッ ト に “ １ ” を 格 納 す る 。 そ し て 、 重 要 度 判 定 部 ５ は 、 こ の 所 定 の 位 置 に 添 付 さ れ た 属
性 デ ー タ の 所 定 ビ ッ ト を 取 り 込 ん で 、 ア ン ド 回 路 ５ １ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ア ド レ ス 判 定 部 ４ に よ り 、 書 き 込 み 先 の ア ド レ ス が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ と の 間 で 取 り 決 め を 行
っ た 領 域 内 で あ る と 判 定 さ れ 、 か つ 、 重 要 度 判 定 部 ５ に よ り 、 そ の デ ー タ が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ）
に よ り 即 時 に 処 理 さ れ る べ き 重 要 度 の 高 い デ ー タ で あ る と 判 定 さ れ る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２
の 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ に 割 り 込 み 信 号 が 供 給 さ れ る こ と に な る 。 そ し て 、 割 り 込 み
コ ン ト ロ ー ラ ２ １ は 、 割 り 込 み を 発 生 さ せ て 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 割 り 込 み ハ ン ド ラ を 起 動
さ せ 、 そ の 割 り 込 み 要 因 、 つ ま り 共 有 メ モ リ ３ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ）
１ に よ っ て 実 行 さ れ た こ と を 認 識 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 ん だ こ
と を 知 り 、 こ の 割 り 込 み 処 理 が 終 了 し て 一 旦 割 り 込 み 発 生 前 の 処 理 に 復 帰 し た 直 後 に 、 即
時 に 処 理 す べ き 重 要 度 の 高 い 、 こ の 共 有 メ モ リ ３ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ の 読 み 出 し 処 理 に
移 行 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ は 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を
表 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 む と （ ス テ ッ プ Ａ １ ） 、 ア ド レ ス 判 定 部
４ は 、 こ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に 通 知 す べ き ア ド レ ス へ の 書 き 込 み か ど う か を 判 定 す
る （ ス テ ッ プ Ａ ２ ） 。 こ こ で 、 通 知 す べ き ア ド レ ス だ と ア ド レ ス 判 定 部 ４ が 判 定 す る と （
ス テ ッ プ Ａ ３ ） 、 今 度 は 、 重 要 度 判 定 部 ５ が 、 こ の 書 き 込 ま れ た デ ー タ は 即 時 に Ｃ Ｐ Ｕ （
Ｂ ） ２ に 引 き 渡 す べ き 重 要 度 の 高 い も の か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ａ ４ ） 。 そ し て 、
重 要 度 の 高 い デ ー タ だ と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ａ ５ ） 、 重 要 度 判 定 部 ５ は 、 割 り 込 み コ ン
ト ロ ー ラ ２ １ へ の 通 知 を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ａ ６ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
一 方 、 こ の 通 知 を 受 け た 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 割 り 込 み イ ベ ン
ト の 発 生 を 通 知 す る （ ス テ ッ プ Ａ ７ ） 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １
に よ る 共 有 メ モ リ ３ へ の デ ー タ 書 き 込 み を 認 識 し （ ス テ ッ プ Ａ ８ ） 、 割 り 込 み 発 生 前 の 処
理 に 復 帰 し た 直 後 、 こ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 書 き 込 ま れ た 共 有 メ モ リ ３ 上 の デ ー タ の 読
み 出 し を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ａ ９ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
な お 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 共 有 メ モ リ ３ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ で あ っ て 、 ア ド レ ス 判 定
部 ４ お よ び 重 要 度 判 定 部 ５ の 判 定 に よ り 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ へ の 通 知 が 見 合 わ せ ら
れ た デ ー タ 、 つ ま り 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ の 書 き 込 み は 、 例 え ば 重 要 度 の 高 い デ ー タ が 書
き 込 ま れ た 際 、 そ の デ ー タ と と も に Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 認 識 さ れ 、 あ る い は 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ
（ Ｂ ） ２ か ら の 共 有 メ モ リ ３ へ の ア ク セ ス が 一 定 期 間 を 越 え て 途 切 れ た と き や 、 Ｃ Ｐ Ｕ （
Ｂ ） ２ の 空 き 時 間 な ど に 実 施 さ れ る ポ ー リ ン グ 時 に 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 認 識 さ れ て 読 み 出
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ の よ う に 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で は 、 重 要 度 の 高 い デ ー タ の み を
割 り 込 み で 通 知 す る た め の 判 定 手 段 を 設 け て 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ に よ る 割 り 込 み を 抑 止
し 、 ま た 、 こ の 重 要 度 の 低 い デ ー タ の み を 対 象 と し た ポ ー リ ン グ の 間 隔 も 比 較 的 長 く 設 定
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す る こ と に よ り 、 必 要 以 上 の ア ク セ ス 競 合 や 割 り 込 み ハ ン ド ラ に 起 因 す る Ｃ Ｐ Ｕ 負 担 を 軽
減 す る こ と を 可 能 と す る 。 こ の ポ ー リ ン グ の 間 隔 は 、 通 常 、 例 え ば Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ 上 で 動
作 す る オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム や ユ ー テ ィ リ テ ィ プ ロ グ ラ ム 等 で ソ フ ト ウ ェ ア 的 に 設 定
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 第 ２ 実 施 形 態 ）
次 に 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ は 、 こ の 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る
構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の 第 ２ 実 施 形 態 と 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と の 違 い は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 重 要 度 判 定 部
５ に よ る 通 知 先 を Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ ６ と し た 点 に あ る 。 Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 こ の
通 知 を 受 け た と き 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 書 き 込 ま れ た デ ー タ を 共 有 メ モ リ ３ か ら 読 み 出
し 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ が 備 え る ロ ー カ ル メ モ リ ７ に 書 き 込 む 。 つ ま り 、 Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ
６ は 、 重 要 度 の 高 い デ ー タ の 書 き 込 み 時 の み 、 共 有 メ モ リ ３ と ロ ー カ ル メ モ リ ７ と の 間 の
転 送 を 実 行 す る 。 そ し て 、 こ の 転 送 完 了 後 、 Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 こ の デ ー タ 転 送 を
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 割 り 込 み 信 号 に よ り 通 知 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ４ は 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を
表 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 む と （ ス テ ッ プ Ｂ １ ） 、 ア ド レ ス 判 定 部
４ は 、 こ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に 通 知 す べ き ア ド レ ス へ の 書 き 込 み か ど う か を 判 定 す
る （ ス テ ッ プ Ｂ ２ ） 。 こ こ で 、 通 知 す べ き ア ド レ ス だ と ア ド レ ス 判 定 部 ４ が 判 定 す る と （
ス テ ッ プ Ｂ ３ ） 、 今 度 は 、 重 要 度 判 定 部 ５ が 、 こ の 書 き 込 ま れ た デ ー タ は 即 時 に Ｃ Ｐ Ｕ （
Ｂ ） ２ に 引 き 渡 す べ き 重 要 度 の 高 い も の か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｂ ４ ） 。 そ し て 、
重 要 度 の 高 い デ ー タ だ と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｂ ５ ） 、 重 要 度 判 定 部 ５ は 、 Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト
ロ ー ラ ６ へ の 通 知 を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｂ ６ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の 通 知 を 受 け た Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 書 き 込 ま れ た 共 有 メ モ
リ ３ 上 の デ ー タ を ロ ー カ ル メ モ リ ３ に 転 送 し （ ス テ ッ プ Ｂ ７ ） 、 そ の 転 送 完 了 後 に 、 こ の
デ ー タ 転 送 の 実 行 を Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 通 知 す る （ ス テ ッ プ Ｂ ８ ） 。 こ の 通 知 に よ り 、 Ｃ Ｐ
Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ る 共 有 メ モ リ ３ へ の デ ー タ 書 き 込 み を 認 識 し （ ス テ ッ
プ Ｂ ９ ） 、 ロ ー カ ル メ モ リ ７ に 転 送 さ れ た デ ー タ の 処 理 を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｂ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 第 ２ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ
ム と 同 様 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ に よ る Ｄ Ｍ Ａ 起 動 を 抑 止 し 、 ま た 、 こ の 重 要 度 の 低 い デ ー
タ の み を 対 象 と し た ポ ー リ ン グ の 間 隔 も 比 較 的 長 く 設 定 す る こ と に よ り 、 必 要 以 上 の ア ク
セ ス 競 合 や Ｄ Ｍ Ａ 起 動 に 起 因 す る Ｃ Ｐ Ｕ 負 担 を 軽 減 す る こ と を 可 能 と す る こ と に 加 え 、 例
え ば Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ と Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ と の 間 の デ ー タ 授 受 の た め に 共 有 メ モ リ ３ 上 に 確 保
で き る 領 域 が 限 ら れ る 場 合 で あ っ て も 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に よ る 処 理 の
完 了 を 待 た ず に 、 Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ ６ に よ る ロ ー カ ル メ モ リ ７ へ の 転 送 が 完 了 し た 時 点
で 、 新 た な デ ー タ を 次 々 に 書 き 込 ん で い く こ と な ど が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 第 ３ 実 施 形 態 ）
次 に 、 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
図 ５ は 、 こ の 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る
構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ５ 】
こ の 第 ３ 実 施 形 態 と 前 述 し た 第 １ 実 施 形 態 と の 違 い は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 書 き 込 み 監 視
部 ８ と 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ を さ ら に 設 け た 点 に あ る 。 書 き 込 み 監 視 部 ８ は 、 共 有 メ モ リ ３
に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み を Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 実 行 し た か ど う か を 監 視 し 、 デ ー タ の 書 き
込 み の 実 行 を 検 知 し た と き に 、 そ の ア ド レ ス と 所 定 の 位 置 に 添 付 さ れ た 属 性 デ ー タ と を 書
き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 す る 。 図 ６ に 、 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 さ れ る ア ド レ ス お よ び
属 性 デ ー タ の 例 を 示 す 。 図 中 、 Ｄ ３ ～ Ｄ ０ は 、 各 デ ー タ に 添 付 さ れ る 属 性 デ ー タ で あ り 、
例 え ば Ｄ ０ が 割 り 込 み 要 求 有 無 、 Ｄ １ が Ｄ Ｍ Ａ 要 求 有 無 、 Ｄ ２ ～ Ｄ ３ が 予 め Ｃ Ｐ Ｕ 間 で 取
り 決 め ら れ た 書 き 込 み 内 容 の 通 知 や ス テ ー タ ス 情 報 を 示 す 。 こ の 場 合 、 ア ド レ ス ａ に 書 き
込 ま れ た デ ー タ に つ い て は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ で 割 り 込 み が 発 生 す る こ と は な く 、 ア ド レ ス
ｂ に 書 き 込 ま れ た デ ー タ に 対 し て Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ で 割 り 込 み が 発 生 し て 、 こ の ２ つ の デ ー
タ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 認 識 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 、 こ の 第 ３ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で は 、 ア ド レ ス 判 定 部 ４ お よ び 重 要 度 判
定 部 ５ が 、 こ の 書 き 込 み 監 視 部 ８ が 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 書 き 込 む ア ド レ ス お よ び 属 性 デ
ー タ を 利 用 し て 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ に 割 り 込 み 信 号 を 供 給 す る か ど う か を 判 定 す
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
さ ら に 、 こ の 第 ３ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で は 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ に よ
る 割 り 込 み 発 生 に よ り 、 共 有 メ モ リ ３ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ っ
て 実 行 さ れ た こ と を 認 識 し た 際 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 こ の 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ の 参 照 を 行
う 。 そ し て 、 こ の 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 さ れ た ア ド レ ス お よ び 属 性 デ ー タ に 基 づ き 、
必 要 最 小 限 の 共 有 メ モ リ ３ に 対 す る ア ク セ ス を 実 行 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ７ は 、 こ の 第 ３ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を
表 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 む と （ ス テ ッ プ Ｃ １ ） 、 書 き 込 み 監 視 部
８ は 、 そ の 書 き 込 み 先 の ア ド レ ス と 属 性 デ ー タ と を 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 す る （ ス テ
ッ プ Ｃ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 ア ド レ ス 判 定 部 ４ は 、 こ の 書 き 込 み が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） に 通 知 す べ き ア ド レ ス へ の 書 き
込 み か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ Ｃ ３ ） 。 こ こ で 、 通 知 す べ き ア ド レ ス だ と ア ド レ ス 判
定 部 ４ が 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｃ ４ ） 、 今 度 は 、 重 要 度 判 定 部 ５ が 、 こ の 書 き 込 ま れ た デ
ー タ は 即 時 に Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 引 き 渡 す べ き 重 要 度 の 高 い も の か ど う か を 判 定 す る （ ス テ
ッ プ Ｃ ５ ） 。 そ し て 、 重 要 度 の 高 い デ ー タ だ と 判 定 す る と （ ス テ ッ プ Ｃ ６ ） 、 重 要 度 判 定
部 ５ は 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ へ の 通 知 を 実 施 す る （ ス テ ッ プ Ｃ ７ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
一 方 、 こ の 通 知 を 受 け た 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に 割 り 込 み イ ベ ン
ト の 発 生 を 通 知 す る （ ス テ ッ プ Ｃ ８ ） 。 こ れ に よ り 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １
に よ る 共 有 メ モ リ ３ へ の デ ー タ 書 き 込 み を 認 識 し （ ス テ ッ プ Ｃ ９ ） 、 割 り 込 み 発 生 前 の 処
理 に 復 帰 し た 直 後 、 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ の 属 性 デ ー タ に 基 づ き 、 こ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ
り 書 き 込 ま れ た 共 有 メ モ リ ３ 上 の デ ー タ の 読 み 出 し を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｃ １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ の 第 ３ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に よ れ ば 、 第 １ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ
ム と 同 様 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ に よ る 割 り 込 み を 抑 止 し 、 割 り 込 み ハ ン ド ラ に 起 因 す る Ｃ
Ｐ Ｕ 負 担 を 軽 減 す る こ と を 可 能 と す る こ と に 加 え て 、 書 き 込 み デ ー タ の 読 み 出 し を レ ジ ス
タ ９ に 基 づ い て 行 う こ と に よ り 、 共 有 メ モ リ ３ へ の ア ク セ ス を 大 幅 に 削 減 す る こ と を 可 能
と し 、 さ ら に 、 重 要 度 の 低 い デ ー タ の み を 対 象 と し た ポ ー リ ン グ を 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に
対 し て 行 う こ と に よ り 、 ア ク セ ス 競 合 を さ ら に 軽 減 す る こ と を 可 能 と す る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 こ こ で は 、 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ ２ １ に 対 す る 通 知 の 有 無 を 例 に 説 明 し た が 、 書 き
込 み レ ジ ス タ ９ に 各 デ ー タ の 属 性 デ ー タ を 格 納 す る た め 、 こ の 属 性 デ ー タ を 利 用 し て 、 例
え ば Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ に 対 す る 通 知 の 有 無 を 別 途 判 定 す る な ど 、 柔 軟 な 制 御 を 実 施 す る
こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
（ 第 ４ 実 施 形 態 ）
次 に 、 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
図 ８ は 、 こ の 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る
構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の 第 ４ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で は 、 共 有 メ モ リ ３ に 対 す る デ ー タ の 書 き 込 み
が Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 行 わ れ た こ と を 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 す べ て ポ ー リ ン グ に よ っ て
認 識 す る 。 ま た 、 こ の Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に よ る ポ ー リ ン グ を 効 率 的 に 行 わ せ る た め に 、 こ の
第 ４ 実 施 形 態 は 、 前 述 し た 第 ３ 実 施 形 態 で 説 明 し た 書 き 込 み 監 視 部 ８ お よ び 書 き 込 み レ ジ
ス タ ９ を 備 え る 。 つ ま り 、 こ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ に よ る ポ ー リ ン グ を 書
き 込 み レ ジ ス タ ７ に 対 し て 実 行 す る 。 ま た 、 こ の 第 ４ 実 施 形 態 で は 、 書 き 込 み 監 視 部 ８ は
、 ア ド レ ス の み を 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 ９ は 、 こ の 第 ４ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を
表 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ が 共 有 メ モ リ ３ に デ ー タ を 書 き 込 む と （ ス テ ッ プ Ｄ １ ） 、 書 き 込 み 監 視 部
８ は 、 そ の 書 き 込 み 先 の ア ド レ ス を 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 格 納 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
一 方 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ ） ２ は 、 例 え ば 前 回 の ポ ー リ ン グ か ら 所 定 の 期 間 が 経 過 し た か ど う か を
判 定 し （ ス テ ッ プ Ｄ ３ ） 、 も し 、 所 定 の 期 間 経 過 し て い れ ば （ ス テ ッ プ Ｄ ４ の Ｙ Ｅ Ｓ ） 、
書 き 込 み レ ジ ス タ ８ に 対 す る ポ ー リ ン グ を 行 な う （ ス テ ッ プ Ｄ ５ ） 。 そ し て 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ｂ
） ２ は 、 こ の 書 き 込 み レ ジ ス タ ９ に 基 づ き 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ Ａ ） １ に よ り 書 き 込 ま れ た 共 有 メ モ
リ ３ 上 の デ ー タ の 読 み 出 し を 実 行 す る （ ス テ ッ プ Ｄ ６ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ の 第 ４ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に よ れ ば 、 書 き 込 み デ ー タ の 読 み 出 し を レ ジ ス
タ ９ に 基 づ い て 行 う こ と に よ り 、 共 有 メ モ リ ３ へ の ア ク セ ス を 大 幅 に 削 減 す る こ と を 可 能
と す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
な お 、 本 願 発 明 は 、 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 実 施 段 階 で は そ の 要 旨 を 逸
脱 し な い 範 囲 で 種 々 に 変 形 す る こ と が 可 能 で あ る 。 更 に 、 前 記 実 施 形 態 に は 種 々 の 段 階 の
発 明 が 含 ま れ て お り 、 開 示 さ れ る 複 数 の 構 成 要 件 に お け る 適 宜 な 組 み 合 わ せ に よ り 種 々 の
発 明 が 抽 出 さ れ 得 る 。 た と え ば 、 実 施 形 態 に 示 さ れ る 全 構 成 要 件 か ら 幾 つ か の 構 成 要 件 が
削 除 さ れ て も 、 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 の 欄 で 述 べ た 課 題 が 解 決 で き 、 発 明 の 効 果 の
欄 で 述 べ ら れ て い る 効 果 が 得 ら れ る 場 合 に は 、 こ の 構 成 要 件 が 削 除 さ れ た 構 成 が 発 明 と し
て 抽 出 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ク セ ス 競 合 や 割 り 込 み ハ ン ド ラ に 関 わ る Ｃ Ｐ Ｕ 負 担
を 軽 減 し 、 共 有 メ モ リ を 介 し た 複 数 の Ｃ Ｐ Ｕ 間 の デ ー タ 授 受 を 効 率 的 に 行 う こ と を 可 能 と
し た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム お よ び 同 シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る
構 成 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 同 第 １ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を 表
し た フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ３ 】 同 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 構 成 を 示
す 図 。
【 図 ４ 】 同 第 ２ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を 表
し た フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ５ 】 同 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 構 成 を 示
す 図 。
【 図 ６ 】 同 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 書 き 込 み レ ジ ス タ に 格 納 さ れ る ア
ド レ ス お よ び 属 性 デ ー タ の 例 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 同 第 ３ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を 表
し た フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 図 ８ 】 同 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 構 成 を 示
す 図 。
【 図 ９ 】 同 第 ４ 実 施 形 態 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 共 有 メ モ リ 制 御 に 関 わ る 動 作 手 順 を 表
し た フ ロ ー チ ャ ー ト 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， ２ … Ｃ Ｐ Ｕ
３ … 共 有 メ モ リ
４ … ア ド レ ス 判 定 部
５ … 重 要 度 判 定 部
６ … Ｄ Ｍ Ａ コ ン ト ロ ー ラ
７ … ロ ー カ ル メ モ リ
８ … 書 き 込 み 監 視 部
９ … 書 き 込 み レ ジ ス タ
２ １ … 割 り 込 み コ ン ト ロ ー ラ
４ １ … レ ジ ス タ
４ ２ … 比 較 器
５ １ … ア ン ド 回 路
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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